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小さな花が集まって咲いているように見える表情豊かな花。それは『あじさい～Ortensiaオルテンシア（イタリア語）～』。
あじさいの花言葉には【辛抱強い愛情】【家族の結びつき】【協力】とあります。花言葉の通り、職員一同が協力し

深い愛情をもって、総ての患者さまが納得して満足する医療を提供できる病院を目指します。

新入職

副院長
小櫃 久仁彦

横浜市消防局救急隊 症例検討会

回復リハ病棟協会発表

【編集後記】

リハビリテーション科
柏崎 裕紀
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～ 体力と集中力を高めて ～

2026年1月から着任しました。
谷井院長とは、2006年から横浜新都市
脳神経外科病院で4年間、その後横浜旭
中央総合病院で2年間一緒に働かせてい
ただきました。そのご縁もあって今回の
異動となりました。
総合病院から、脳神経外科専門病院へ来てみますと、様々な違い
があり戸惑うことも多いですが、専門病院としてのメリットを生
かして伸ばしていければと考えています。脳神経外科では救急が
最優先です。救急車をいかに迅速に受け、急性期の治療につなげ
ていくかが患者さんの予後を決めます。1台でも多く救急車を受
け、私の得意分野である手術でこの地域の脳卒中医療に貢献して
いきたいと思います。趣味はランニング、トランペット、弓道で
す。職員同士で大会に出たり、合奏などができれば、職場がより
一層楽しくなるのではと想像しています。

脳神経外科専門医・指導医

日本脳卒中学会 脳卒中専門医

2025年12月18日当院脳神経外科遠藤医師による、横浜市消防局
救急隊の方向けに症例検討会を行いました。

実際に当院へ搬送された患者様のその後を救急隊員の方と共有し、
救急医療の質向上を目的とし開催されました。また、救急車の現場到
着時に脳疾患を疑った際の対応・確認方法など、救急隊員の方と活発
な意見交換が行われました。

救急隊と顔の見える関係づくりをすること、当院の特徴を知ってい
ただくことにより、患者様搬送もしやすくなることで、地域医療への
更なる貢献を目指したいきたいと思います。

多くの新入職員を迎え、新年
度が始まりました。期待に胸を
膨らませ、希望に満ち溢れた瞳
を見ると、私も頑張ろうと思い
ます。まさに春ですね。

2026年2月5日と６日 回復期リハビ
リテーション協会研究大会in米子にてリ
ハビリ科と看護部のスタッフが研究発表
を行ってきました。どちらも患者様の思
いに寄り添った素敵な発表でした。会場
の聴講者から多くの質問をいただき狩場
の取り組みへの関心の高さを肌で感じる
ことができました。

これからもより良いリハビリと看護を
提供できよう精進してまいります。



クリスマス会 2026リハビリ参拝企画
2025年12月24日、当院では毎年恒例のクリスマス会を開催いたしました。
当日は、看護部によるハンドベル演奏、リハビリテーション科有志によるバンド演奏と
合唱with患者様のダンス、薬局長によるフルート演奏など多彩なプログラムが披露され
ました。

今年はミャンマーから来日している技能実習生もタンバリン演奏で参加し、会場に新たな
活気を添えてくれました。 音楽を通じて温かな交流が生まれ患者様からは多くの笑顔が見
られ、心和むひとときとなりました。

IMS杯2025バレーボール大会
2026年1月18日に「イムス杯2025バレーボール大会 Eブロック予選」が

行われました。決勝トーナメント進出を目指して臨んだ今大会でしたが、Eブロック第3位
で残念ながら決勝トーナメントに進むことはできませんでした。今後も新旧メンバー皆で
力を合わせて練習し、次こそは勝ち上がれるように頑張っていきたいと思います。

2025年12月11日に「くたかけ忘年
会」が開催されました。リハビリスタッ
フによる出し物やビンゴ大会などのイベ
ントが行われ、美味しい食事を楽しみな
がら、スタッフみんなで日ごろの労をね
ぎらいました。今後も安心安全な医療の
提供に取り組んで参ります。

2026年1月1日と2日にお正月イベント
として、リハビリ参拝企画を行いました。
入院中の患者様と一緒に、手作りの神社に
て参拝、福笑いやおみくじ等お正月らしい
ことを行いました。入院中でも季節感を感
じられたと患者様から好評だったので、今
後もお正月イベント含め、季節のイベント
をどんどん行っていこうと思います。
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